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「車両低害化推進のためのシンポジウム２００５」 
 

開催日時：２００５年１１月１８日（金） １０：００～１７：００ 

懇親会 ：同              １７：３０～２０：００ 

 

会場（シンポジウム）：ユウホール（横浜市港北区新横浜２－６－２３ 金子第２ビル ２階） 

会場（懇親会）  ：コープかながわ 食堂（横浜市港北区新横浜２－５－１１ 金子第１ビル ４階） 

 

参加費：シンポジウム  ９，０００円  協賛会員・シンポジウム後援団体 ７，０００円 

懇親会：２，０００円 

 

● シンポジウムの費用には、昼食代・資料代を含みます。 

● 協賛会員の場合、一口で１名対象。期間は、２００４年９月以降の会員が対象です。 

 

現在決定講演者の紹介 

 

 ① 伊藤忠エネクス株式会社 低公害エネルギー部長 古田洋二  氏 

  ● 現在、資源エネルギー庁の調査研究事業であるＣＯ２削減ＬＰＧ車の高度化調査やＤＭＥ＋ＬＰＧ 

の混焼実験、ＬＰＧ容器輸出入に関わる調査などを行っており、その進行状況など最新情報を報告 

していただく。 

 ② 上海交通大学・機械工学部／燃焼環境技術センター 黄 震 教授 

  ● 中国での車両低公害化の第一人者である黄先生の最新の中国での研究開発状況を報告いただきます。 

 ③ 中国・全国清潔汽車行動協調領導小組 王 乗剛 組長 

    中国汽車技術研究センター 顧問、精華大学 教授 

  ● 中国のクリーン自動車の指導的立場で活躍されている。中国でのクリーン自動車の普及方策につい 

て最新情報を講演していただきます。 

 ④ 韓国・仁荷（インハ）大学機械工学部 李 大燁 教授 

    韓国自動車工学低公害車･代替燃料自動車研究の第一人者。韓国における低公害車について最新情報 

および研究成果を報告していただきます。 

 ⑤ 株式会社いすゞ中央研究所 西村輝一 部長 

  ● ディーゼルエンジン研究開発の第一人者。ＤＭＥ，ＧＴＬなどの代替燃料を含め、ディーゼルエン 

ジンの研究開発の最前線を報告いただきます。 

 ⑥ コープ低公害車開発株式会社 若狭良治 代表取締役専務 

  ● コープ低公害車開発㈱１５年の歩み「成果と課題」 

    電気トラックの開発からＬＰＧ，ＤＭＥの研究にいたる成果と今後の課題 

    低公害車とは何か？自動車排ガスの究極の改善課題は何か？ 

    １５年間の活動を総括し今後の展望を語ります。 

 

お問い合わせ先：コープ低公害車開発株式会社 若狭良治 

        wakasa@co-opev.co.jp 

        ＴＥＬ ０４５－４７２－７９１３  ＦＡＸ ０４５－４７２－７９２４ 

 

詳細は、ホームページに掲載します。 http://web.co-opev.co.jp/ 

 

横浜市港北区新横浜２－５－１１ 金子第１ビル ２階 

コープ低公害車開発株式会社 

mailto:wakasa@co-opev.co.jp
http://web.co-opev.co.jp/
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参加申込書 

車両低害化推進のためのシンポジウム２００５ 

 

コープ低公害車開発株式会社 行 

０４５－４７２－７９２４（ＦＡＸ） 

 

発信月日 ２００５年   月   日（   ） 

組織企業名称  

申し込み担当者名  

ＴＥＬ  

ＦＡＸ  

メール  

 

下記記載の参加を申し込みます。 

参加者名称  

組織企業名称  

部署名称（１）  

    （２）  

    （３）  

役職名称  

ＴＥＬ  

ＦＡＸ  

マールアドレス  

参加形態（該当項目に○） シンポジウム      懇親会      両方に参加します 

協賛会員の有無       会員          非会員 

参加費の確認（該当項目に○）     ９，０００円       ７，０００円 

懇親会の費用の確認     ２，０００円 

資料ＣＤ 
    ５，０００円（配布資料以外の資料を多数掲載します） 

       要            不要 

領収書を用意します。参加費に資料代・昼食代を含みます。 

複数の方が参加する場合はこーピーをお願いします。 
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２００５年１０月２０日 日刊自動車新聞 

 

 開発に取り組ん

だのは、日気サービ

ス（野澤信吾社長、

東京都板橋区）、伊

藤忠エネクス株式

会社（山田清實社

長、東京都目黒区）、

コープ低公害車開

発株式会社（小林勉

社長、横浜市港北

区）の３社。 

 資源エネルギー

庁の０５年度補助

事業により、先進型

ＬＰガス自動車に

よるＣＯ２削減効  
 

 

果と技術証調査を行ったものだ。 

 調査事業は、５車種のガソリン自動車を先進型ＬＰＧ自動車に改造、ＣＯ２削減効果を調査するもので、調

査車両の一つに、全国の生活協同組合が配送車両に採用している１・５トン積載小型トラックを挙げていた。 

 実験では、日産アトラス１０（ガソリン車）に、日産特販とニッキソルテックが共同開発したＶＰＩ（電子

制御ＬＰＧ気体噴射＝インジェクションシステム）を搭載し、先進型ＬＰＧ自動車に改造した。ベース車両の

ガソリンエンジンと同等な出力性能を保ちながら、大幅なＣＯ２削減を実現している。 

従来のＬＰＧ車改造技術であるミキサー方式（ガソリン車でのキャブレター方式と同等）では、パワーダウ

ンがネックであったが、気体噴射のインジェクター方式にし、電子制御することで、気体燃料であるＬＰＧの

良さが引き出され、従来のガソリン車と同等の出力と排出ガスのクリーン化、ＣＯ２削減を可能にしている。
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ニッキソルテックのＶＰＩシステムは、高級セダンの「ティアナ」や「ＡＤバン」にも採用、ＬＰＧを気体で

噴射する先進型ＬＰＧ自動車へ改造されている。 

 ベース車の日産アトラス１０（エンジン排気量２千ｃｃ、ＡＴ車）を改造前と改造後に１０・１５モードで

測定し比較した結果、走行１キロメートル当たりのＣＯ２排出量は、２８９・０グラムだったものが２５１・

７グラムとなり、１３％減の削減効果が実証された。また、ＮＯＸ（窒素酸化物）も同じく０・０１９グラム

から０・０１０グラムへと、４８％減という大幅な削減効果が得られたという。 

 実証データでは、１・５トン積クラスで全国の生協が使用しているディーゼルトラックや従来方式のＬＰＧ

改造車トラックと比較しても、最新技術により改造したアトラスＶＰＩは、大幅にＣＯ２排出の面での性能を

上げている。 

 ちなみに排出量を燃費に換算すると、アトラスＶＰＩは１リットル当たり４・７６キロメートルとなり、走

行１キロメートル当たりの燃料代は１３・６５円（ＬＰＧ価格６５円／リットルで試算）となる。 

排気量３・１リットルのディーセル車は１リットル

当たり７・００キロメートルとなるが、走行１キロメ

ートル当たりの燃料代は１５・００円（１０５円／リ

ットルで試算）となるというデータをコープ低公害車

開発は公表している。 

全国の生活協同組合は、９３年にＬＰＧトラックを

トヨタ自動車と共同開発し、導入を進めた。その後、

主要小型トラックメーカーから供給を受け、現在、使

用トラックの３５％強に当たる５４００台がＬＰＧ

車になっている。 

ただし、現行のミキサー方式によるＬＰＧ改造車  

は、気体燃料を使うという面での優位性はあっても、始動性とともに燃費が悪く、使用する現場から高い評価

を得ているものではなかったのが実情だ。今後、生協では新システム採用のＬＰＧトラックの優位性をアピー

ルし、普及の中心に据えたい考えだ。走行試験を行い、来年初頭には発売を開始する予定である。改造費など

でベース車に対して３５万～４０万円程度のコストアップになる。 

 なお、このアトラス１０のＶＰＩ改造車は、同様のシステムを搭載したティアナなどとともに東京ビッグサ

イトで開かれた「東京都トラックショー２００５」に参考出品された。軽油と価格体系が違うため、ＬＰＧの

価格は値上がりが抑えられていることもあり、昨今の軽油高の中で、運送業者からも注目を集めていた。 

 先進型ＬＰＧ自動車は、液噴インジェクションのものもあり、欧州、韓国で実用化されている。液噴タイプ

に比べ、気噴タイプは燃料タンク内に加圧用のポンプを必要としないなど構造的にシンプルで、所定性能を引

き出せるメリットがある。このため、現在、改造車の販売に取り組んでいる日産特販は、気噴タイプの「ＶＰ

Ｉシステム」を主力とすると話している。              ２００５年１０月２０日 日刊自動車新聞 
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2005年 10月１７日 

 

〒222-0033 

神奈川県横浜市港北区新横浜 2-5-11 

コープ低公害車開発株式会社 

 代表取締役社長  小 林    勉 

 

ニュースリリース 

 

コープ低公害車開発など全国の生協に積極的に普及を目指す！！ 
 

先進型ＬＰガス小型トラック、ガソリントラックに比較し 

ＣＯ２削減１３％を達成！ トラックショー2005に参考出品。 
 

 

株式会社日気サービス     （本社：東京都板橋区 取締役社長 野澤信吾） 

伊藤忠エネクス株式会社    （東京都目黒区 代表取締役社長 山田清實） 

コープ低公害車開発株式会社 （本社：横浜市港北区 代表取締役社長 小林 勉）、 

の３社は、資源エネルギー庁「平成１７年度石油ガス流通合理化対策事業費補助金（石油ガス販売事業者構造

改善支援事業に係るもの）」に応募し、「先進型ＬＰガス自動車でのＣＯ２削減効果と技術可能性の実証調査」と

して採択されました。本事業は、５車種のガソリン自動車を先進型ＬＰガス自動車に改造することによるＣＯ２削

減効果を実証調査するものです。 

 

 この程、全国の生活協同組合が配送用として主として採用している１．５トン積載小型トラックでＬＰガスを気体

で燃料噴射する「先進型ＬＰガス自動車」へ改造した。 

同一車輌を改造前と改造後に公的機関において10・15モードで測定した結果、ＣＯ２排出量で1km当たりの

排出量で比較した場合、１３％の削減効果が測定され実証された。 

地球温暖化対策としてＣＯ２削減が求められているが、全国の生協で３５％（５４００台）にまで導入してきたＬ

ＰＧトラックの燃費が今ひとつ悪いとの評価もある中で、最新の先端技術を採用することにより、改造前のガソリ

ン車を大幅に上回るＣＯ２を実現したことで、ＬＰＧトラックの優位性をアピールしていく。 

 

日産アトラス１０（２０００ｃｃエンジン オートマチックタイプ）での排出ガス比較 

 改造前 改造後 削減率 

ＣＯ２ ２８９．０ ｇ／ｋｍ ２５１．７ ｇ／ｋｍ １３％ 

ＮＯｘ ０．０１９ ｇ／ｋｍ ０．０１０ ｇ／ｋｍ ４８％ 

 

なお、１．５トンクラスで、全国の生協が主として使用している軽油を燃料とするディーゼルトラックとＬＰＧ改造

車の排ガスデータは次のとおり。対象測定車両のディーゼル車やＬＰＧ車のデータから見ても、大幅に改善され

たことがわかる。 

 

比較測定車両（一般的な生協使用車両）での排出ガス比較 

 エンジン ＮＯｘ ＣＯ２ 

ディーゼル車 ３．１L ０．６３１g/km ２６９．８ g/km 

ＬＰＧ車 ３．１L ０．０２７g/km ３３２．４ g/km 

 

 以上のデータは、国土交通省系の財団法人日本自動車輸送技術協会で測定。 
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以上に基づいて、簡便法で燃費を換算しました。  

  液密度（ｇ／㍑） 
燃料中の炭素含有量 

（ｇ／㍑） 

軽 油 ８５０ ７３４ 

ガソリン ７５０ ６５３ 

ＬＰＧ ０５６ ４６７ 

 

ＣＯ２中の炭素（Ｃ）含有比

率  

12／（Ｃ＋Ｏ２＝ 12＋ 16×2＝ 44）  0.2727 

簡便法（本来は炭素バランス法により算出しますが、ＣＯ，ＨＣの発生量が割合で小さくて無視できるとして） 

燃料種別 ＣＯ２排出

量 

ｇ／ｋｍ 

炭素含有量 

×0.2727 ｇ／ｋｍ 

㍑へ換算 ＊ 

リットル／ｋｍ 

簡便法による燃費 

ｋｍ／リットル 

７０％ ＊ 

ＬＰＧ（日産ＶＰＩ） ２５１．７ ６８．６４ ０．１４７ ６．８０ ４．７６ 

ガソリン（日産） ２８９．０ ７８．８１ ０．１２１ ８．２０ ５．７４ 

軽油（比較従来車） ２６９．８ ７３．５７ ０．１００ １０．００ ７．００ 

ＬＰＧ（比較従来車） ３３２．４ ９０．６４ ０．１９４ ５．１５ ３．６０ 

＊ リットルへの換算方法 事例 ６８．６４ｇ／ｋｍ÷４６７ｇ／リットル＝０．１４７リットル／ｋｍ 

＊ １０－１５モードでの走行は、実走行時には約７０％程度との説がありますので、それに従いました。 

燃料種別 簡便法による燃費 

ｋｍ／リットル 

燃料価格 

円／リットル 

消費燃料代 

燃料価格÷簡便法による燃費 

ＬＰＧ（日産ＶＰＩ） ４．７６ ６５ １３．６５ 円／ｋｍ 

  ７０ １４．７０ 

  ８０ １６．８０ 

ガソリン（日産） ５．７４ １３０ ２２．６５ 

軽油（比較従来車） ７．００ １０５ １５．００ 

ＬＰＧ（比較従来車） ３．６０ ６５ １８．０５ 

 

 今回測定用に改造した小型トラックは、ベース車のガソリン小型トラックをコープ低公害車開発㈱が購入し、

日産特販㈱（本社：東京都港区 代表取締役 小島章宏）と共同で、株式会社ニッキソルテックが開発したＶＰＩ

（電子制御ＬＰＧ気体噴射＝インジェクションシステム）を搭載したもので、ベース車両のガソリン性能を保ちなが

ら、大幅なＣＯ２削減を実現した。 

 従来のＬＰＧ車改造技術であるミキサー方式（ガソリン車でのキャブレター方式と同等）では、パワーダウンが

ネックであったが、インジェクター方式にすることにより気体燃料であるＬＰＧの良さが引き出され、従来のガソリ

ン車と同等の出力と排出ガスの削減、ＣＯ２削減を可能とした。 

 ２０００ｃｃガソリンエンジン車のスペックは下記のとおり。 

 

 日産アトラスＶ１０（ベースガソリン車） 

最高出力 ８８ｋｗ（１２０ｐｓ）／５２００ｒｐｍ 

最大トルク １６９Ｎ－ｍ（１７．２ｋｇｍ）／２８００ｒｐｍ 

規制適合 １３年排出ガス規制適合車 

 

本車両は２００５年１０月１２日（水）～１５日（土）に東京ビックサイトで開催されている 

「２００５東京トラックショー」（主催：日新出版、後援：㈳全日本トラック協会）において、 

発表展示および試乗に提供している。 

 

 今後、本トラックをユーザーで走行試験を行い、来年初頭には発売を開始する予定である。生活協同組合を

はじめ、小型トラックの一般ユーザーに積極的に普及を図ってゆく計画。 
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本調査事業では、技術開発により出力アップなど性能向上が実現しつつあるＬＰガス燃料噴

射システム（ＶＰ Ｉ ）を選定活用することにより、現在、ガスミキサー方式で生産されている大多数の

既存ＬＰガス自動車＜主なものとして、生協で使用される約５，０００台余りの１ .５トン積載のＬＰ

Ｇトラック、運輸業・ＬＰＧ業界・自治体で使用される３トン積載のＬＰＧトラック約 ３万台、ガソリン

に転換した個人タクシー２万台、さらに最も台数のある法人タクシー２３万台＞のＣＯ ２排出を低

減する可能性を探ると同時に、技術開発促進を図る。この実証により、今後の排出ガス規制をク

リアする可能性を確認し、さらに先進型ＬＰガス自動車と既存のガソリンや軽油を燃料とする自動

車と既存の従来型ＬＰガス自動車との比較による「ＣＯ ２低減可能性」のデータで明示し、ＬＰガス

自動車の競争力を強化し、ＬＰガス自動車を増加させることで、既存Ｌ Ｐガススタンドの有効活用

を促し、ＬＰガス自動車市場の活性化を目指すものである。  

なお、全国の生活協同組合では、１９９３年にＬＰＧ車をトヨタと開発し、１９９４年以降、今年

までに５，４２３台（転換率３５．０４％）を実現している。  

コープ低公害車開発㈱は１９９０年７月創立。現在の株主はコープかながわ（横浜市）を筆頭

に、１９生協が出資し、８生協が共同出資で参画している生協の車両の低公害化を推進する会

社。  

 

コープ低公害車開発株式会社  

横浜市港北区新横浜２－５－１１  

 ＴＥＬ     ：  ０４５－４７２－７９１３  

 ＦＡＸ     ：  ０４５－４７２－７９２４  

 ホームページ  ：  http ://web.co-opev.co. jp/ 

 お問い合わせ  ：  wakasa@co-opev.co. jp  

          代表取締役専務  若狭良治    ０９０－３１４４－３１５１  

          技術部長  鈴木浩明         ０９０－３５１７－９０１６  

●  展示発表・試乗会場は、２００５年東京トラックショー会場の屋外展示場の  

「 Ｌ Ｐガス自動車普及促進協議会」コーナーで展示し、試乗コースでの試乗を行います。  

 
ＣＯ－ＯＰ new ＬＰＧ ＣＡＲＧＯ（日産アトラス１０ＶＰＩ－ＬＰＧ） 

http://web.co-opev.co.jp/
mailto:wakasa@co-opev.co.jp
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開発した日産アトラス 10-VPI／LPG 

 

小型 1.5トントラックはどうなる？！ 

質問に
この間、2005 年 10 月から始まった新長期規制、2009 年から始まるポスト新長期規制。 

ＰＭとＮＯｘの大幅削減が課題。 

自動車メーカーでは、そのこととは別の理由で、LPG 車の生産中止を言ってきているようですが、根

っこはひとつ。 

ディーゼル車排ガス規制強化に対応した車両の開発コストと完成した車両の価格の面で、1.5 トン積載

小型トラックでは、ガソリン小型トラックとの価格競争が厳しく、ディーゼルトラックから撤退するトラ

ックメーカーとそれをビジネスチャンスとして捉えて、LPG 車の開発を進めるメーカーやディーラーと

いう構造が見えてくる。 

 一方、原油高騰、LPG も高騰という情勢の中で、燃料コストを引き下げるためにより燃費の良い車両

の導入は物流事業者にとっては死活問題。生協の車両選択も例外ではない。 

 コストカットと CO2 削減、健康被害対策ということが実現できる車両が、当面のところで見ると LPG

車ではないかと考えます。 

 しかし、今までの LPG 車は、自動車メーカーやユーザーの都合で、大幅な技術改良が進まないできま

した。 

 コープ低公害車開発は、これまでにも、オランダの先進技術である電子制御液状噴射システム（LP-I）

を採用するために経済産業省保安課へ加圧噴射システム（地圧噴射も含む）の高圧ガス保安法適用除外を

働きかけて実現するなどの活動を進め実現してきました。 

 しかし、日本の自動車メーカーの動きは鈍く、ここに来て明暗が分かれることになってきました。 

 ディーゼルエンジンを中心としたトラックメーカーは小型分野でのガソリンは不得意分野であり、1.5

トン小型トラックでは、新長期規制やポスト新長期規制対応が困難なために、撤退する動きを示していま

す。 

その理由付けと、マーケットを引き続き維持するための説明＝セールストークを駆使しています。 

「2 トン車だってそんなに値段が変わらないのだから、1.5 トンをやめるから 2 トン車に切り替えてく

ださい」と、それを真に受けるむきもあります。 

 しかし、現在問われているのは、CO2 削減。 

無駄はやめましょう。 

1.5 トン以下の荷物を運ぶのに、燃費の悪くなる車両を導入するのは問題です。 

 また、ガソリンではなく、LPG であればこの問題は解決します。 

それも高効率化を実現し、CO2 削減を実現した今回の LPG-VPI アトラス 10 であれば、ガソリン対比

で 13％削減。 

従来のディーゼル車と比べても燃費の面で遜色が無い実績を上げることが可能です。 

 ここの質問にお答えします。 
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▽LPG トラックの生産について、各自動車メーカーが撤退している状況への不安 

 

▼自動車メーカー、特にトラック専業メーカー（いすゞ、三菱、日野など）は、2005 年 10 月から始まっ

たディーゼル排ガス規制の新長期規制対応 2009 年 10 月から実施されるポスト新長期規制対応などでデ

ィーゼルトラックや乗用車などは大幅な改善とコストアップが予測されています。 

1.5 トン積載トラックでは事実上、対応が困難になっています。理由は簡単で、2 トン以上と異なり、決

して大きなマーケットではなく、また、ガソリントラックという競争相手があり、コスト面で合わないと

いうことです。 

 三菱、いすゞは日産のアトラス 10 をOEM で導入し品揃えを行う方針。 

 日産自動車からのOEM には LPG は無いので、LPG から撤退となる。 

 マツダはタイタンダッシュを持っているが、最終的なことは決まっていない。 

 ガソリンおよび LPG を継続するかは不明。 

 トヨタは、2006 年度、MPI（日本製電子制御液状噴射システム＝愛三工業）を利用したタクシー用車両

（クラウンコンフォート）を開発することを決定。 

 商用車部門としては、このエンジンを利用して 2000cc小型トラック LPG を作ることの可能性を追求

中。できれば、2007 年にも実現。 

 日産本体は、LPG を作る方針を現在は持っていないが、日産特販の今後の販売実績を見てのり出してる

可能性はある。今後の、売れ行きによる。 

 今回の日産アトラス 10-LPG への生協側でも検討が進んできた。 

▽インフラの問題（個人タクシーの減少などの影響を含め、今の LPG スタンドが閉鎖になっ

た場合、立ち行かなくなる。 
 

▼個人タクシーがどうだという問題ではなく、LPG の輸入価格の上昇でうまい汁をすえなくなってきたこ

と 

で、廃業の方向に入ったスタンドが見受けられる。 

これは、40 年間、タクシー以外での LPG 導入を抑えてきたスタンド業界とタクシー業界の当然の帰

結。 

タクシー以外にコストのみを理由とした安価（税金が安いので）であるとの理由で、他の乗用車などへ

の 

普及拡大を図ると LPG 燃料への税金を高くされる恐れがあり、それではタクシー業界にとってマイナス

との認識で、LPG 自動車の普及拡大を押さえ込んできた。 

それが、10 年前に、生協や東京都などが LPG トラックを環境にやさしいとの認識で導入を図ってきた

ことでも、改まらず、ようやくこの 1-2 年で拡大方針を採用するにいたった。 

それが、現在の 30 万台＋26 万台計画である。少なくとも、業界自身が増車方針を採用したということ

は、40 年来の方針転換であり、少なくとも拡大抑制よりは前向きになったというべきだろう。 

業界自身が少しずつ変わり始めており、拡大は一定進むと考えられる。 

スタンドの無いところでも LPG にするべきとは考えていない。しかし、スタンドの設置で可能性がある 

のならば進めるべきである。 

その意味で、日産アトラス 10-LPG の開発意義は大きくなると考えている。 

今年中に、5 車種の LPG-VPI 車両が完成する予定である。 

 ● ライトバン（AD バン） 

 ● 小型トラックアトラス 10 

 ● 3 トン普通トラック（いすゞと共同開発する） 

 ● マイクロバス（シビリアン） 

 ● 乗用車（ティアナ） 
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▽新 LPG トラック＝燃費と価格、ボディ、メンテナンス体制など。 

日産アトラスの実績について 
 

▼日産特販としては、メンテナンスを全国の日産ディーラーで行いたいとの意向を持っている。 

 コスト問題でのみメンテナンスを考えると、不具合が発生する可能性もあり、責任を持っていきたいと

の意思を表明している。 

コープ低公害車開発としては、今回の車両をアルミバンに架装して、希望生協での実証走行に供する。 

導入希望生協での実証走行を受け付ける。 

 

▽ディーゼルエンジンで NOx、PM が改善されているため、LPG のメリットが薄れる 
 

▼まったくレベルが異なる。 

 新長期規制も 2009 年にはポスト新長期に規制になる。一段と規制は厳しくなる。 

 ディーゼル車では対応は大幅なコストアップを伴う。 

 なおかつ、1.5 トンでは、ディーゼル車がなくなるのだから、意味が無い。 

 なお、2 トン車で進めるべきとの意見がある。 

 これは、2 トン車が必要なところや場面ではそうすべきだが、1.5 トンで済むものを 2 トンにするのは、

CO2 削減の趣旨から見て明らかに矛盾している。 

 トラック販売業者のご都合主義のセールストークの丸写しでしかないと考えます。 

▼ハイブリッドの評価について 

 1.5 トンでハイブリッド（マイルド）を作る気は、トヨタは無い。 

 ハイエースバンでは、完全なハイブリッド（ストロングタイプ＝プリウス方式）が実現すれば、1.5 

トンも可能だが、コスト面で販売できるかは疑問。 

 いすゞは 1.5 トンでの開発・発売を昨年 10 月ごろ発表しているが、コスト面、性能面で疑問。 

▼日野が 25％削減といっているが、惰性運転やアイドリング運転などあらゆる可能性を追究して、 

プロが示した数値。 

現実は、10％そこそこ。訓練すると 20％近くは出せたが、職場に戻ると 10－15％程度。 

それからすると、ガソリンの 13％減を実現した LPG-VPI は十分に注目に値する。 

なお、今回比較対象のディーゼルトラックはマニュアル仕様。LPG-VPI はオートマチック。 

マニュアルも開発しているので、比較するともっと良くなる可能性がある。 

 

▽CO2 問題を踏まえ、これからどのエンジンでいくか？新しい車を買えない状態。 
 

▼だからこそ、考える材料を提供したと考えている。 

展示会等で、訪れてくるユーザーの方々の多くが、判断材料をほしがっている。 

CO2 の計算根拠を明示しているのはコープ低公害車開発のみである。 

▼燃料 LPG のメーカーの仕入れ原価計算方法（日本の港渡し価格）＋30 円が一般的に小売価格 

 現在、LPG も大幅なアップがされてきていますが、 

ＣＰ価格 380 ドルから 500 ドルへ 

日本港渡し価格（CIF） 500 ドル／トン×113 円／＄＝56,500 円／トン 

トンをキロリットルに換算するには、液密度（0.56）で割る。 

1 トンは 1.785 キロリットル 

56,000 円 ÷ 1785 リットル＝ 31 円 ／リットル 

現在の買値は CP をいくらに設定いましたか？CP の上げ幅の差額が値上げ分となります。 

 

以上、コープ低公害車開発株式会社・若狭良治がお応えました。内容的に適切でない表現もあるかと思いま

すが、ご意見をお寄せください。（wakasa@co-opev.co.jp:使用不可）。⇒wakasa7777ryoji@gmail.com 
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ディーゼル高圧噴射でＰＭはあらたな健康被害を生み出すか？！ 

 

 
２００５年９月２２日 読売新聞 朝刊 
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解 説 

 

 過日、財団法人日本自動車研究所 ディーゼル粒子シンポジウム事務局 より下記のようなメールをい

ただいた。                       コープ低公害車開発株式会社 若狭良治 

 

 自動車排ガス規制は、特に、ディーゼル自動車の規制強化が急速に進んでおり、今年１０月からは平成１

７年規制（新長期規制）が始まり、２００９年にはポスト新長期規制で一層の規制強化が進むとされていま

す。 

しかし、ポスト新長期規制で終わりということではなく、さらに次の課題としてＨＣなどのナノ粒子化し

た超微粒子の成分にまで踏み込むことも予測されています。記事はナノ粒子の健康被害の事例として注目さ

れます。 

 現状のディーゼル車はそれにも及びもつかない状況にあります。将来の排ガス規制強化が現在実現して

いるかのような宣伝・報道には注意が必要。 

 その意味合いで、今回の財団法人自動車技術会のシンポジウムは時期を得たものと考える。 

 ２００２年１２月１３日に社団法人自動車技術会関東支部第３回講演･学習会が開催され、つくば市の国

立環境研究所で「自動車排ガスぼ健康被害に対する国立環境研究所の取り組み」と題して講演会が行われ

た。詳細報告は、弊誌（２００３年１月号）に掲載されている。 

 この段階では、世界的にも、研究途上であり、先進研究事例としては、アメリカのミネソタ大学工学部

のディーゼルエンジン大先達であるデビット・キッテルソン博士の研究領域を超えるものは無かった。 

 

現在、欧州を中心にディーゼル乗用車が大変普及している。日本では、ディーゼルトラックが長らく規

制がゆるいこともあり、黒煙を吐き出して走行するディーゼルトラックが多く、喘息などの健康被害が大

量に発生するなどの結果、世界的にも厳しいディーゼル車規制が進んでいることもあり、ディーゼル乗用

車に対する要望は多くはない。しかし、昨今の原油高騰の中で、リットル当たりの価格がガソリンよりも

安く、自動車の走行距離も伸びる（だからといって、ＣＯ２の発生が少ないということではない）こともを

理由にして、ディーゼル乗用車を普及しようとする動きが顕著である。 

 日本の自動車メーカーは欧州ではこぞってディーゼル乗用車を生産販売しているが、２００９年のポス

ト新長期規制をにらんで、日本での生産導入には及び腰である。しかし、欧州自動車メーカーのベンツな

どは高級ディーゼル乗用車を導入しようとしている。 

  

 しかし、先日ドイツの学会に参加した先生にお伺いしたが、ドイツでもナノ粒子問題が取りざたされて

おり、健康被害に対して警鐘を鳴らす向きも出ているという話であった。肺奥に入るという話を飛び越え

て、肺奥を通り抜けて直接血管に取り込まれ、毛細血管に沈着するという話がされてきたが、今回の東京

理科大学の武田先生の研究は、そのことを世界で初めて実証した。 

 財団法人日本自動車研究所(JARI)は、11/10(木)、ディーゼルエンジンから排出される粒子状物質に関する

シンポジウムを開催いたします。 

 ディーゼルエンジンの排出ガス規制はますます強化されており、粒子状物質も大幅に低減しております。し

かしながら、粒子状物質の中には直径が５０ナノメートル以下の超微小粒子(ナノ粒子)の存在が確認され、ナ

ノ粒子が従来の粒子と異なった健康への影響を及ぼすことが懸念されております。 

 本シンポジウムでは、国内外の著名なディーゼル粒子研究者を招聘し、現状の課題などについてご講演いた

だくとともに、JARIが社団法人日本自動車工業会と協力して推進してきた、ディーゼルエンジンによるナノ粒

子の発生から、分析・計測及び健康影響までの一貫した研究の成果、さらに、大学と共同で実施してきた拡散

燃焼における、粒子生成機構解明等の基礎的な研究の成果をまとめて発表いたします。 

 プログラムやシンポジウム参加申込みについては、JARIウエブサイトをご覧下さるようお願いいたします。 

 

http://www.jari.or.jp/ 

http://www.jari.or.jp/
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 いうなれば、地球上の自然界に存在しないウルトラ超微粒子（ナノ微粒子）がコモンレールディーゼル

エンジンの１８００気圧（日野）～２００気圧（日産ディーゼル）で軽油が超微粒子で噴射されて燃焼さ

れ、効率が良くなったと言っている。 

 ポスト新長期規制になると、２５００気圧まで高めるという。 

 日産ディーゼルが誇る久遠（Ｑｕｏｎ）トラックの２０００気圧噴射と尿素による後処理でＮＯｘを削

減する方式は、そのことで、超微粒子も取り除けるのかと期待したが、説明をよく聞くとそうではないよ

うだ。 

 結果としては、表現として穏やかではないが、細菌を大量に培養して、ばら撒いているような話であ

り、大量殺人につながりかねない。人類や哺乳動物、あるいは、鳥類、爬虫類や両生類など肺呼吸をする

全てのものは、自然界に存在する火山灰･土埃・花粉・その他もろもろから肺を守る機能が存在するものが

生き延びてきた。その結果、ＳＰＭ（普及粒子状物質）という１０ミクロン以下の微粒子が地球上にある

が、７～８ミクロン程度の石炭粉やコンクリート粉、岩石粉を大量に吸い込んで発病する珪肺症などとは

異なる。 

一般的には、３ミクロンより大

きなＳＰＭは、人間の上気道で阻

止され、鼻汁や痰と一緒に排泄さ

れるという。 

 しかし、３ミクロンよりも小さ

くなったディーゼル排ガス中のＳ

ＰＭ（ＤＰ）は肺奥に入り、喘息

や肺がんを引き起こすとされてき

て、ディーゼル排ガス規制強化に

つながった。 

 しかし、排ガス規制強化の中

で、ディーゼル排出黒煙を見えな

くすれば良いとの考え方（非視認

性を高める）が出てきた。 

 コープ低公害車開発㈱はこの問

題に警鐘を鳴らし続けてきた。 

 

 ところが、軽油ディーゼルの経

済性（社会的な価格･コスト問題

で）を強調するあまり、ＣＯ２削

減効果が高いというロジックで、

これを実践してきているのが現状

である。 

 

 妊娠している母マウスの肺を突

き抜けたディーゼル・ナノ微粒子

が、血管を通じて、子宮中の子マ

ウスに移り、脳に到達し、脳神経

を破壊しているという恐ろしい研

究結果である。 

 新長期規制･ポスト新長期規制でも、これらの問題はますます増えることはあっても減ることは無い。 

 ディーゼルは十分クリーンになったという発言は厳に戒めるべきであり、鵜呑みにできない。 

 ＪＡＲＩの主催するシンポジウムの案内を掲載する。私はシンポジウムに参加申込みを行った。若狭 

 

珪肺症（けいはい症） silicosis 

「概念」 遊離珪酸の吸入による間質性肺炎のこと。 

「鑑別」 珪肺は上部に線維化が起こり易く、 

石綿肺は下部に線維化が起こり易い。 

「検査」 上中肺野に広がる、両側性の珪肺結節 

     卵殻状石灰化（egg shell calcification） 

呼吸機能検査にて、拡散障害と拘束性障害 

  

silicotic nodules egg shell calcification 

「症状」 乾性咳、呼吸困難 典型例では、10～20年後に発症 

非典型例では、20～30年後に発症 

急性例では、数年で発症、予後不良 

「合併症」 珪肺結核（難治性で死因となる） 

 Caplan 症候群（RA＋炭鉱夫塵肺） 

「治療」 珪肺結核に対して、空洞切開術。 
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「ディーゼル粒子シンポジウム」のご案内 
 ディーゼルエンジンから排出される粒子状物質に関するシンポジウムを下記のとおり開催いたします。 

 ディーゼルエンジンの排出ガス規制はますます強化されており、粒子状物質も大幅に低減しておりま

す。しかしながら、粒子状物質の中には直径が 50ナノメートル以下の超微小粒子(ナノ粒子)の存在が確認

され、ナノ粒子が従来の粒子と異なった健康への影響を及ぼすことが懸念されております。 

 本シンポジウムでは、国内外の著名なディーゼル粒子研究者を招聘し、現状の課題などについてご講演

いただくとともに、社団法人日本自動車工業会と協力して推進してきた、ディーゼルエンジンによるナノ

粒子の発生から、分析・計測及び健康影響までの一貫した研究の成果、さらに、大学と共同で実施してき

た拡散燃焼における、粒子生成機構解明等の基礎的な研究の成果をまとめて発表いたします。 

 皆様方のご参加をお待ちしております。 

１．シンポジウム概要 

(1) 日 時： 平成 17年 11月 10日(木) 10:00～17:20 

(2) 場 所： 霞が関ビル プラザホール 

 東京都千代田区霞が関 3-2-5 霞が関ビル 1階  TEL．03-3580-2893 

・東京メトロ銀座線 虎ノ門駅下車 5番出口より徒歩約 3分 

・東京メトロ千代田線・日比谷線・丸の内線 霞ヶ関駅下車 A13番出口より

徒歩約 7分  

(3) プログラム： 次頁をご参照願います 

(4) 使用言語： 日本語・英語 （同時通訳なし。但し、質疑応答には逐次通訳が付きます。） 

(5) 参 加 費： 無料 

(6) 定 員： 180名 

（事前申込制。定員になり次第、受付を締め切らせていただきます。） 

２．懇親会 

(1) 日 時： 平成 17年 11月 10日(木) 18:00～20:00 

(2) 場 所： 東海大学校友会館 

 東京都千代田区霞が関 3-2-5 霞が関ビル 33階 

 TEL．03-3581-6041 

(5) 参 加 費： 5,000円（消費税込） 

 当日、会場にてお支払い下さい。 （領収書を発行いたします。） 

３．参加申込方法： 

 参加申し込み書に所要事項を入力して、送信願います。（終了しています） 

４．問合せ先   ディーゼル粒子シンポジウム事務局 

（１）お申し込み方法・お申し込みについて 

(財) 日本自動車研究所 業務部 望月まで TEL：03-5733-7923  FAX：03-5473-0655 

（２） プログラム・内容等について 

 (財) 日本自動車研究所 エネルギ・環境研究部 瀬古まで TEL：029-856-0804 FAX：029-856-1134 

https://www.jari.or.jp/ （最新情報）上記と無関係 

http://www.kasumigaseki36.com/
http://www.tokai33.co.jp/
https://www.jari.or.jp/
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参加申込書（終了しています） 

https://www.jari.or.jp/ （最新情報）上記と無関係 

 

https://www.jari.or.jp/
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第 39回東京モーターショー２００５ 取材記 

編集部 木場吉子 

 モーターショーはここ数年、乗用車と商用車をメインに交互に開催してきました。昨年の商用車ショ

ーで分離開催は終わりということでしたが、日新出版のトラックショーが直前に開催されたこともある

のか、今年は、乗用車のみの展示でした。 

会場も入ったとたんに華やかさが目立ちます。各社のコンセプトをイメージした夢のような車、ユー

ザー志向の車、技術を駆使した車、形も様々なら、色彩も色々、バラエティに富んだ機能を備えた車、思

わず足を止めてしまう斬新なスタイルの車がきらびやかなブースに所狭しとディスプレーされていまし

た。 

 近年はエコカーとか低公害車などという言葉もすっかりなくなり、特設ブースもありません。単なる

イメージより、具体的な技術としての環境対応車が並んでいます。 

今年、特に目に付いたのはハイブリッド車です。モーターとエンジンのハイブリッドが主流となって

いました。それに加え、様々な趣向をこらしたコンセプトカーが登場していました。ホンダのＷＯＷと

いう車は室内の床が車では珍しいフローリング、後部座席にはボックス形式のケージ（かご）が付けら

れ、ペットを乗せることができる、ペットが楽に乗車できるよう考案されていました。 

スズキのブースにあった軽自動車は水素タンクを床下に搭載したハイブリッド車で、前座席はドライ

バーシートだけ（助手席なし）、この座席が左右にスライドし、軽自動車の狭いスペースを有効利用でき

るというものです。軽自動車は 1 人で乗ることが多いというデータから考案されたそうです。また、日

産の PIVO はキャビン自体が 180 度回転するもので、「前進と後進」をキャビンを回転させて走るという

なんとも夢のような便利な（？）車です。 

三菱のブースではランサーエボリューション MIEV という EV でモーターをホイールに組み込んだホ

ールインモーター式リチウムイオンバッテリー搭載のＥＶを出展していました。HVEV と FCV への展

開を視野に入れているとのことでした。国産車だけでなく、欧米の車もハイブリッド車の技術競争に参

入の様子です。世界的に原油価格高騰の影響でしょうか。 

 会場の近くに設けられた試乗コーナーでは、ハイブリッド車、燃料電池車などが合計 13 台同乗できま

す。今回は、ダイムラー・クライスラーの「A クラス」の FC 車とトヨタの「クルガー」のハイブリッド

車を同乗しました。「A クラス」は音も静か、振動もなく、走りもとてもスマートでした。燃料は水素、

タンクを床下に搭載しています。給油口ならぬ給水素用口が車体の後部左にあり水素を直接供給するそ

うです。この FC 車は作動中はマフラーから水蒸気のようなものが出ていました。クルガーはエンジン

とモーターを駆使するハイブリッドカーです。ダッシュボードの画面にはエンジンとモーターの駆動操

作が表示され、始動から走行時のエネルギーの流れが見ることができます。トヨタのプリウスで開発さ

れたこのハイブリッドシステム（THS）も技術力がさらに高まっているのが良く分かりました。ただ、

試乗コースが短く、もう少し距離があれば実感できたかと思いました。 

 最後に燃料電池のバスに試乗しました。このバスは愛知万博でシャトルバスとして稼動してきたバス

です。天井に水素ボンベを搭載して走ります。モーターで走るので、ストップ・ゴーがスムーズになる

そうです。音も静かで、バスの騒音はまったくありません。最大の課題はやはり水素スタンドのインフ

ラ問題だということです。 

やはりハイブリッド車と比べると FC 車の現実味は薄らぎます。半日の取材でしたが、数々の輝く車両

や技術を垣間見れてとても楽しく、勉強になりました。 
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東京モーターショー ２００５ 

編集部 村山節子 

最先端のエコカー集め開幕 

自動車の祭典「東京モーターショー」のプレスデーに取材した。 

テーマは「みんながココロに描いてる、くるまのすべてに新提案」だ。 

原油価格の高騰や環境問題への関心の高まりを反映し、各メーカーは水素を燃料とする燃料電池車や

ハイブリッド車に力をいれている。トヨタ自動車は「エスティマハイブリッド」のコンセプトカーを、

ホンダは「シビック・ハイブリッド」を展示して存在感を示した。マツダも水素とガソリンを燃料とす

るロータリーエンジンと、バッテリーを組み合わせたミニバン「プレマシー」の水素ハイブリッドを 2008

年に発売したいと説明した。 

ニッサンの「ピポ」は丸いボールのような電気自動車で３人乗車のキャビンを前後に回転させること

ができる夢のクルマだ、つまりバックでの走行を不要とし、車庫入れもクルマの頭から入り、出るとき

にはキャビンを 180 度回転させれば前進で出発できる楽しいクルマで人気を集めた。 

参加・体験型の特別企画はカロッツェリア展示・フェスティバルパーク・少年少女モータースポーツ

スクール・東京モーターショーシンポジウム・クリーンエネルギー車同乗試乗会がある。 

海浜公園にある試乗会に行ってきた。参加車両は 7 社から 13 台があった。燃料電池車 5 台・電気自動

車 2 台・ハイブリッド車 5 台・水素自動車 1 台である。 

燃料電池車のダイムラー・クライスラーF-cell とハイブリッド車の Honda CIVIC Hybrid と電気自動

車の三菱 Colt-EV の 3 台に同乗した。帰りがけに燃料電池ハイブリッド大型バスに乗ってみた。この

バスは「愛・地球博」で瀬戸会場～長久手会場を運行していたものである。 

どの車もエンジン音は静かで振動もなく走りも良いように感じたが、距離が短い上にあまりスピード

も出ていないので差異がわからなかった。運転させてもらえなかったのが残念だった。 

北ホールには二輪車や自動車部品メーカーの展示があった。二階にはこども広場・幼児くるま絵画展・

トミカコーナーがありこども連れで家族が楽しめるように設定されていた。 

自動車メーカーは福祉や環境にやさしい車を最優先で考えていることをアピールしていた。今年は低

公害・低燃費の文字が目に付いた。 

 

「2005東京トラックショー」「東京モーターショー2005」に参加して 

編集部 松本  政德 

「2005 東京トラックショー」は平成 17 年 10 月 12 日から 15 日にかけて東京ビックサイトで開催さ

れました。日新出版ニュースによると、4 日間の総来場者数は約 127,853 人との発表でした。 

 

「東京モーターショー2005」は平成 17 年 10 月 22 日から 11 月 6 日に幕張メッセで開催されていま

す。 

 

トラックショーには、10 月 13 日に出席し、試乗コーナーでお手伝いさせて頂きました。 

また同日、LPG ガス自動車普及促進協議会主催の、“今使える「省エネ・CO２削減に役立つ LPG 車」”
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と題して、国土交通省 総合政策局 環境・海洋課 地球環境対策室 室長 寺田吉道氏による『省エネルギ

ー法の改正』、生活協同組合コープぎふ 企画管理部 総務管財グループ 環境管理委員 新山敦司氏による

『LPG トラックの導入と課題』、日産特販株式会社 営業支援部 部長 玉井 湧氏による『今使える CO２削

減に役立つＬＰＧ車』の講演がありました。 

省エネルギー法の改正は、施行期日が平成 18 年 4 月 1 日からとなっており、現在策定中とのことで、

多くの質問が寄せられておりました。 

試乗会場では、先進型 LPG トラックの日産アトラス、他 LPG トラック、CNG トラック、日野自動車

のデュトロハイブリッドトラック、いすゞ自動車のエルフハイブリッドトラックと計 5 台の小型トラッ

ク試乗ができ、当日は 90 名以上の方に試乗して頂き盛況だったと思います。 

トラックのハイブリッドは軽油とのハイブリッドで、試乗される方の関心も高かったと思います。ま

た、先進型ＬＰＧトラック「日産アトラス１０」にも多くの方が試乗され、走行中のエンジン音の静か

さや等を体験して頂きました。 

私もトラックの試乗をし、ＬＰＧトラックの静かさには驚きました。エルフハイブリッドにも試乗し

ましたが、振動や音の面は特にＬＰＧトラックの優れた点を実感致しました。 

CO2 問題など環境問題の意識レベルが上がっている状況下で、各社が環境に優しい、人に優しい自動

車開発に積極的に関わっていている姿がありました。荷物の積み下ろしにも女性にできるような工夫の

展示にも興味を惹かれました。 

東京都のブースでは、不正軽油の状況についての説明をして頂きました。不正軽油においての環境の

状況を伺い、価格面でも有利になっているＬＰＧ車の重要性を感じました。 

 

東京モーターショーはプレスデーの 10 月 19 日に行きました。 

今回のモーターショーは乗用車と二輪車の展示会で、経済状況も少し上向きでもあり、自動車業界も

景気が良いことも反映してか、華やかな感じを受けました。 

乗用車の展示では、エコカーや将来に向けたマーケッティングと位置付けた戦略的車種が多く展示さ

れていたと思います。乗用車は最終消費者向け商品である為か、先進的なデザインやライフスタイルの

提案型の車などが多く見受けられ、見ているだけでわくわくするような展示車が多くあったと思います。 

トラック同様にエコカーに試乗する機会があり、全部で 5 台の車に試乗しました。実際は、試乗では

なく同乗であったこと、走行距離が短く、スピードも最高で 40 ㎞/h 位がしか出せなかったことは残念で

した。 

試乗車は、ハイブリッドで、トヨタ自動車「Kluger HYBRID」と、本田技研工業「CIVIC HYBRID」、

電気自動車で、三菱自動車工業「COLT-EV」、燃料電池で日産自動車「X-TRAIL FCV」と、トヨタ自動

車「FCHV-BUS」でした。 

「Kluger HYBRID」は現在市販されている排気量 3.3ℓのモデルで 2 モーター搭載。「100 ㎞/h まで出

すのに 7.3 秒とのこと、ポルシェのスポーツタイプでも 7.6 秒かかる」と説明を受けました。 

「CIVIC HYBRID」は今回新たに市販するモデルで、新開発 Honda ハイブリッドシステムを搭載し

ており、排気量も 1.3ℓとのことでした。低速（40 ㎞/h 前後）クルーズではモーターのみ走行となること

や、新システムを導入により、前回モデルの排気量 1.8ℓの排気量を下げても従来通りの性能を発揮でき

るとの説明を受けました。 

「COLT-EV」は、リチウム電池を使用した研究実験車両であり、1 回の充電で 150 ㎞走行可能（10・

15 モード）、充電時間も 200～240V・30A で 3.5 時間となっており、1000 回の充電が可能とのことでし
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た。実用性も考えて、家庭のコンセントでも充電可能にすることのよりインフラの問題も解決していく

との説明を受けました。 

「X-TRAIL FCV」は、圧縮水素ガスを燃料とした燃料電池車両で、最高充電圧力 35MPa で 350 ㎞走

行可能（10・15 モード）、すでにコスモ石油㈱、神奈川県と横浜市に納入実績がある車両です。水素ガス

は天然ガスか石油からの精製となっています。普及に向けての取り組みとして、水素ガス燃料を現在の

ハイオクガソリン並みにし、供給場所を 10 年で 3000 箇所まで増やしたいとのことでした。また、燃料

電池の寿命も現在、2 年 4 万㎞を 3 年 9 万㎞に近い将来実現したい。JHFC プロジェクトがあり普及に

向けて自動車メーカー以外に様々な企業と取り組んでいる。と説明を受けました。 

「FCHV-BUS」も水素ガスを燃料とした燃料電池大型バスで、都バスとして東京－お台場間、愛地球

博覧会で走行し、今までに 13 万㎞走行、100 万人の乗車実績があるとのこと、普及には向けての問題は、

コスト面は現在の価格は 3 桁の開きがある。インフラ面では 5,000 箇所の供給施設が必要とのことでし

た。排気管からの排出物も、無色無臭で水蒸気が排出されていると説明がありました。 

各車両とも乗り心地は最適であり、とにかく静かでした。エンジン音が気にならない変わりに、空調

の音などが騒音に聞こえるぐらいでした。加速もスムーズだったと思います。バスは公道走行だった為、

より実感した試乗ができました。走行実績もあり、価格面は別としても、供給施設の確保も容易である

公共交通機関では、実現可能性も高く感じました。 

エコカー全体としては、ガソリンに代わる次世代自動車の本命が何なのかまだはっきりしていない状

況である感があります。トラックにおいてもですが、普及可能な車両や燃料の価格、燃料の供給場所の

整備といった総合的な取り組みが必要であると再認識しました。 

 

東京トラックショー ２００５ 

編集部 村山節子 

 「笑顔を運ぶ 街に暮らしにユーザーに」をテーマに開催されていた東京ビックサイトの会場を 10 月

14 日見学に行ってきました。 

屋外展示場にＬＰＧ自動車のブースがありました。コープの低公害車開発の仕事にかかわって 15 年にな

りました。電気自動車トラックを開発しながら、超高額なトラックでは１台買うのが限度だと考えてい

たときに、ＬＰＧトラックの開発が始まりました。 

関係企業の協力で苦労を重ねながら、利用するコープのトラックとして研究が進み、今年のトラックシ

ョーでは「力があり、経費が安い」のが常識と言えるように進化していました。新しいことに挑戦して

15 年長いようで短い感じです。一般のディーゼルトラックと並び堂々の展示会場でした。トラック・ラ 

イトバン・フォークリフト・乗用車など多様な車がＬＰＧ車でした。 

試乗会場でＬＰＧトラックを運転してみました。とても簡単で乗用車の運転と変わりないように静か

で振動もなく、変な臭いがないことが一番快適でした。 

屋内のブースでは今や働く女性を意識してか、ハイテクを駆使してボタンで色々なものを作動する大

型の冷凍車など輸送機能の多様化に対応できるトラックが展示されていました。 

日産ディーゼル大型トラックが尿素水を利用して排出ガスをきれいにしている説明をききましたが本

当なのか、疑問を感じながら会場を後にしました。 
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全国生協ＬＰＧ・ガソリン・軽油価格比較表 
２００５年１０月２５日現在 

地名  ＬＰＧ ガソリン 軽 油 

／生協 高値 安値 高値  安値  高値  安値 

  本部 事業所 本部 事業所 本部 事業所 本部 事業所 本部 事業所 本部 事業所 

北海道Ａ生協 60        98       74      

北海道Ｂ生協   50       95   93   78   70 

北海道Ｃ生協 64   63   100   98   84    79   

青森Ａ生協  63  53.0  137.0  122.0  113  98.0 

福島Ａ生協 65       122.9       92.4       

福島Ｂ生協 56   53   98   94   92   76   

宮城Ａ生協 62       101         76.6   74.5 

宮城Ｂ生協 57  53  108    80    

栃木Ａ生協 61       100       75       

栃木Ｂ生協  63  61 97 105 97 93 75.5 84 75.5 71 

茨城Ａ生協 60   53   96   95    76       

茨城Ｂ生協 68  58  100  98    78  

埼玉Ａ生協 58.83       118.06       91.84      

埼玉Ｂ生協    59.5    121    118          

埼玉Ｃ生協 68.25  55.65  122.33  120.22  96.6  88.2  

埼玉Ｄ生協 56.7       107               

千葉Ａ生協 59.8       121      85      

千葉Ｂ生協 46.2      104      81      

千葉Ｃ生協   66   58   132   120        

千葉Ｄ生協 60.8    118    86.6    

東京Ａ生協 56.7   55.65   100.8    76.65    

東京Ｂ生協     59   121   115   94   90   

東京Ｃ生協 61       113       83       

東京Ｄ生協 59.85       107.73       82.5       

東京Ｅ生協   63.3   53.5  94.5       83      

東京Ｆ生協 59  59  119  119  80  80  

神奈川 A 生協 63       95      73       

神奈川Ｂ生協 68        121               

神奈川Ｃ生協 56       113      88      

神奈川Ｄ生協          105   100   76   74 

神奈川Ｅ生協 68      124   109    97    87   

神奈川Ｆ生協         119   95    

山梨Ａ生協 63      120.75   118.65           

長野Ａ生協 58.8      122.0       89.0       

群馬 A 生協 62       105.0   102.9   84   81.9   

石川Ａ生協 63       118.76       91.64       

富山Ｂ生協 73.5     120    93     

福井Ａ生協 55.3       96       76       

愛知Ａ生協   71.4  59.9  128  126     

愛知Ｂ生協 61.5   59.5   97       80       

愛知Ｃ生協   62   56   119   116  99   95 

愛知Ｅ生協 60   50   102   98   80   75   

愛知 F 生協 63         106   102.9   83.4   81.3 

愛知Ｇ生協                         

愛知Ｈ生協   60.4       105   99.8   80.3   76.1 

三重Ａ生協 52   47   104   97   85   75   
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地名  ＬＰＧ ガソリン 軽 油 

／生協 高値 安値 高値  安値  高値  安値 

  本部 事業所 本部 事業所 本部 事業所 本部 事業所 本部 事業所 本部 事業所 

岐阜Ａ生協 63    129.2  125.0  101.3  98.1   

滋賀Ａ生協 64.05    127.05  126  94.68  93.63   

和歌山Ａ生協 67.2   50.4   115.5  110.25  81.9   89.25   

大阪Ａ生協 57    119.9    95.0     

大阪Ｃ生協 58.8    120.8 133.4 119.7 126 93.9 106.5 92.9 95.0 

大阪Ｄ生協   59.9  50.4 121.8      94.4      

大阪Ｅ生協   56.7   49.4   134.4   119.0   109.7   102 

大阪Ｆ生協     58      114      87  

京都Ａ生協 54    54   115.5   113   84   83.5   

兵庫Ａ生協 55.7      130   119   104.4   99   

兵庫Ｂ生協 58.8    46.7 122.7  119.1 116.0 99.2 94.0 98.7 90.7 

奈良Ａ生協 51       106   97   86   73   

岡山Ａ生協   60  59  130  121  108  96 

広島Ａ生協 62.5       122       93       

広島Ｂ生協   63       95.55      42.9     

広島 C 生協 61.95  60.27  109.2  103.9    50.4  

鳥取 A 生協 61  58    130   101   69.5   66.9   

鳥取Ｂ生協   57.7       113.4       90.3     

島根Ａ生協   69.0   56 121 135   132 94 110   104 

山口Ａ生協 61   61   119   114.5   96   90.6   

香川Ａ生協 75.5       129       104       

高知Ａ生協 69  50  128  118  100  92.7   

徳島 A 生協 63   53.55    132.3   117.5   108.01   102.34   

愛媛Ｂ生協   63   49.3   110.2   102.9   88.4   76.0 

長崎Ａ生協 63   61   121   118   102   97   

長崎Ｃ生協 64   61   108   107   86   83   

佐賀Ａ生協      107  106  87  81 

福岡Ａ生協 64       113      87      

大分Ａ生協 57.8   54.6   134.4 134.4 132.3 120.8  109.7 98.1 106.5 93.9 

大分Ｂ生協  57.8  56.7   105  102.9    52.4     

熊本Ａ生協  58       94       82      

鹿児島Ａ生協  64.05   61.95 120.75        62.9   54.5 
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ＣＯ－ＯＰ・ＥⅤプログレス　１７８号　２００５年１１月１日

全国生協ＬＰＧトラック導入状況 since 1994．7．７
   生  協  名  称 所在地 トヨタ 三  菱 マツダ いすゞ 合  計 順位 転換率 順位 ガソリン c

北海道 小　計 7 0 0 11 18 3.6 1

1 コープさっぽろ 北海道 0 0 0 0 0.0 0 1 1
2 生活クラブ生協(札幌) 北海道 6 11 17 58 38.6 43 1
3 道央市民生協 北海道 1 1 87 1.4 90 1

 東　北 小　計 117 38 4 81 240 32.9 54

4 コープあおもり 青森県 37 27 64 24 61.5 29 1 1
5 いわて生協 岩手県 40 15 55 26 64.7 26 1
6 みやぎ生協 宮城県 20 34 17 71 18 25.2 54 18 1
7 あいコープみやぎ（仙台共同購入会） 宮城県 2 17 19 52 95.0 3 0 1
8 生協共立社 山形県 2 3 5 79 6.6 81 1
9 米沢生協 山形県 1 1 87 10.0 77 1

10 コープふくしま 福島県 10 2 12 71 10.2 75 12 1
11 いわき市民生協 福島県 8 1 2 2 13 67 38.2 44 23 1

関東・甲信越 小　計 924 945 124 863 2889 33.4 950

12 とちぎコープ 栃木県 2 6 16 24 45 16.3 64 1
13 いばらきコープ 茨城県 7 20 27 45 10.2 74 0 1
14 ハイコープ 茨城県 9 9 72 39.1 41 1
15 生協よつ葉会 栃木県 1 1 87 4.8 84 0 1
16 コープぐんま 群馬県 1 13 10 24 48 15.8 65 1
17 高崎市民生協 群馬県 2 2 82 12.5 67 0 1
18 さいたまコープ 埼玉県 23 13 8 44 30 10.1 76 1
19 ちばコープ 千葉県 34 16 0 109 162 2 37.8 38 175 1
20 ちばコープ個配（株式会社全通） 千葉県 2 82 84 ↑ ↑ 0 1
21 生活クラブ（千葉） 千葉県 20 20 52 25.3 53 1
22 なのはな生協 千葉県 1 16 17 58 60.7 30 10 1
23 東都生協個配（株式会社全通） 東京都 3 98 101 ↓ ↓ 3 1
24 東都生協個配（㈱高通サービス） 東京都 4 4 ↓ ↓ 1
25 東都生協 東京都 13 94 107 3 52.3 36 73 1
26 生活クラブ(東京) 東京都 2 2 82 1.1 91 141 1
27 コープとうきょう 東京都 4 18 2 24 49 3.9 85 1
28 自然派くらぶ生協（東京西市民） 東京都 15 15 63 83.3 9 1
▼ 個配事業委託運送事業者 東京都 588 589 69 302 1577 1 79.4 13 137 1
29 アシスト 東京都他 83 334 64 46 527 － 83.8 － 69 1
30 三協運輸（埼玉県勤労者生協） 東京都他 4 7 3 14 － 58.3 － 1
31 ガルト 東京都他 71 2 11 84 － 100.0 － 1
32 流通サービス 埼玉県他 424 248 44 745 － 78.7 － 66 1
33 コープアイ 千葉県他 6 201 207 － 68.5 － 2 1
34 ドウコープ 埼玉県 27 27 42 93.1 6 2軽45 1
35 エルコープ 千葉県 17 1 17 35 35 79.5 12 0 1
36 東京マイコープ 東京都 12 75 87 15 57.6 31 22 1
37 神奈川ゆめコープ 神奈川県 30 6 4 3 43 32 93.5 4 3 1
38 コープやまなし 山梨県 15 22 2 39 33 97.5 1 D1 1
39 コープかながわ 神奈川県 32 2 58 92 5 65.7 25 70 1
40 コープかながわ（全通) 神奈川県 9 24 0 32 65 ↑ ↑ 2 1
41 生活クラブ(神奈川) 神奈川県 36 19 20 76 17 37.8 45 116 1
42 ナチュラルコープ 神奈川県 1 1 87 6.3 82 1
43 浦賀生協 神奈川県 3 2 5 79 71.4 22 2 1
44 富士フイルム生協 神奈川県 0 4 4 8 75 66.7 24 4 1
45 コープしずおか 静岡県 26 3 17 46 29 23.4 57 1
46 市民生協やまなし 山梨県 5 24 29 42 64.4 27 1
47 コープながの 長野県 4 55 59 22 14.1 66 55 1
48 新潟県総合生協 新潟県 5 10 7 22 44 19.8 62 1
49 市民生協にいがた 新潟県 9 2 11 63 12.2 69 1

東海・北陸 小　計 200 142 13 198 563 46.3 163

50 めいきん生協 愛知県 82 12 1 10 105 13 36.7 46 75 1
51 あいち生協 愛知県 9 4 20 33 40 50.0 37 1
52 みかわ市民生協 愛知県 18 40 58 22 63.7 28 33 1
53 刈谷生協 愛知県 21 0 21 51 91.3 7 1
54 トヨタ生協 愛知県 17 17 58 23.6 55 25 1
55 一宮生協 愛知県 9 6 25 45 56.8 32 1 1
56 生活クラブ(愛知) 愛知県 0 0 0.0 0 13 1
57 愛知中央生協 愛知県 4 4 81 40.0 40 2 1
58 コープみえ 三重県 18 49 38 105 13 73.4 17 1 1
59 コープぎふ 岐阜県 17 55 6 79 157 4 80.5 11 1 1
60 ＣＯ・ＯＰとやま 富山県 14 4 18 56 22.5 59 12 1
61 富山県生協 富山県 2 2 82 3.5 86 1
62 コープいしかわ 石川県 9 9 72 17.3 63 1
63 福井県民生協 福井県 0 9 9 72 12.3 68 1

トヨタ自動車株式会社 礒谷 博昭 いそがい

小松 緑郎 こまつ

船木 一良 ふなき

マツダ株式会社 渡辺 　武 わたなべ

いすゞ自動車株式会社 橋本 泰典 はしもと 国内営業開発室　大手法人第三担当　主事

三菱自動車工業株式会社
TEL 03-6719-4807

TEL 03-6719-4807

TEL 03-3508-5178

TEL 03-5471-1372

特販･特装車両部 トラック特装室　室長

三菱ふそう トラック・バス/トラック特販第二部　主席

三菱ふそう トラック・バス/トラック特販第二部　担当

直販事業部　第２法人販売グループ　マネジャー

TEL 052-952-3620

全国生協ＬＰＧトラック導入台数実績表 31 【２００５．１０．２４現在】



ＣＯ－ＯＰ・ＥⅤプログレス　１７８号　２００５年１１月１日

全国生協ＬＰＧトラック導入状況 since 1994．７．７
   生  協  名  称 所在地 トヨタ 三  菱 マツダ いすゞ 合  計 順位転換率 順位 c

近　畿 小　計 287 43 74 161 565 20.3 1532

64 コープしが 滋賀県 42 2 44 30 23.5 56 81 1
65 京都生協 京都府 3 2 33 38 38 12.1 70 18 1
66 ならコープ 奈良県 34 3 1 24 62 21 34.4 48 10 1
67 おおさかパルコープ 大阪府 127 6 133 8 38.8 42 37 1
68 大阪いずみ市民生協 大阪府 0 23 23 50 9.2 79 115 1
69 エスコープ大阪 大阪府 34 2 18 54 27 90.0 8 1
70 大阪よどがわ市民生協 大阪府 7 2 5 14 67 20.3 60 29 1
71 大阪北生協 大阪府 4 8 3 15 63 9.3 78 135 1
72 アルファコープおおさか 大阪府 8 6 3 17 58 70.8 23 0 1
73 千里山生協 大阪府 8 8 75 72.7 19 6 1
74 わかやま市民生協 和歌山県 1 7 8 75 11.8 72 20 1
75 コープこうべ 兵庫県 31 25 64 120 9 11.12 73 1080 1
76 生協都市生活 兵庫県 1 28 29 40 74.4 16 1 1

中　国 小　計 165 12 93 57 327 27.9 41

77 おかやまコープ 岡山県 32 15 47 28 19.8 61 0 1
78 生協ひろしま 広島県 41 1 59 9 110 12 22.7 58 38 1
79 竹原生協 広島県 12 7 19 52 73.1 18 0 1
80 ｸﾞﾘｰﾝｺｰﾌひろしま西部生協 広島県 15 1 2 1 19 37 55.9 33 1 1
81 生協しまね 島根県 32 6 27 65 19 71.4 21 0 1
82 鳥取県生協 鳥取県 27 8 4 20 59 20 81.9 10 2 1
83 県民生協クローヴァ 鳥取県 6 0 0 6 78 75.0 15 0 1
84 コープやまぐち 山口県 2 2 82 0.9 92 1

四　国 小　計 198 14 4 150 366 64.0 40

85 コープえひめ 愛媛県 30 6 4 93 133 7 55.9 33 35 1
*アイコープ　愛媛に合併 1

86 コープかがわ 香川県 107 9 116 11 95.9 2 5 1
87 とくしま生協 徳島県 22 8 2 32 36 26.2 51 1
88 こうち生協 高知県 39 0 46 85 16 93.4 5 0 1

九州・沖縄 小　計 160 93 25 203 483 26.1 295

89 エフコープ 福岡県 42 31 68 141 6 28.0 49 78 1
90 コープおおいた 大分県 4 11 15 66 11.9 71 61 1
91 コープみやざき 宮崎県 2 2 82 1.4 89 1
92 コープかごしま 鹿児島県 31 54 31 118 10 79.2 14 1
93 コープ熊本(熊本学校生協) 熊本県 8 3 25 36 34 72.0 20 4 1
94 コープさが 佐賀県 1 1 87 1.6 88 10 1
95 ララコープ 長崎県 12 1 13 70 5.9 83 0 1

*グリーンコープ北九州　グリーンコープに合併 1
96 グリーンコープ 福岡県 13 13 67 8.0 80 1
97 グリーンコープちくご 福岡県 15 1 3 19 52 36.5 47 1
98 グリーンコープかごしま 鹿児島県 1 1 87 3.3 87 1
99 グリーンコープ生協くまもと 熊本県 30 2 32 38 25.4 52 96 1

100 グリーンコープながさき 長崎県 11 4 3 18 56 52.9 35 2 1
101 グリーンコープおおいた 大分県 6 4 7 17 58 27.4 50 44 1
102 コープおきなわ 沖縄県 57 57 25 42.5 39 1

   総　　合　　計 2058 1287 337 1724 5450 35.19 3076

●

③流通サービスの台数には日野ＬＰＧが２６台含まれています。

２００５年１０月２４日現在ＬＰＧトラック導入生協 構成比%

導入車両台数 5,450 100.0
導入生協＆組織 101 トヨタ 2,058 37.8
導入生協＆組織の所有台数合計 15,486 三　菱 1,287 23.6

ＬＰＧトラック導入台数 5,450 マツダ 337 6.2
転換率（全国平均） 35.19 いすゞ 1,724 31.6

日　産 10 0.2
日　野 34 0.6

脱ディーゼル率 8,526 55.06
交換タンクの送り先・発注先は下記にお願いします
　　株式会社　門倉商店　 担当責任者：液化自動車部長　中村　豊
　　　住　　　所：東京都江東区東雲２－１０－３０　TEL０３－３５２９－０４６６

①一宮生協の台数には日産ＬＰＧが１０台含まれています。

②ちばコープの台数には日野ＬＰＧが３台含まれています。

④コープかごしまの台数には日野LPGが２台含まれています。

⑤コープやまなしはＶＤＦ（てんぷら廃油燃料）に１台を変換。

日産、日野のＬＰＧ車が下記のように含まれています。

前月と今月の比較
前月は、５,４２３台、３５．０４％
前月比＋２２台、５，４５０台だよ!
転換率３５．１９％(３台に１台を超え)にな

全国生協ＬＰＧトラック導入台数実績表 32 【２００５．１０．２４現在】
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コメント（コープ低公害車開発株式会社 若狭良治） 

 

 今回の会議は、昨年１２月に東大山上会館で開催した第１回ＤＭＥワークショップを日本･韓国･中国の参加国

の講師にロシアを加えて開催したものの第２回目として位置づけられて開催された。 

 来年は韓国のソウルでで開催することが決定している。 

 

 今回は、第１８回世界ＬＰＧフォーラムの直後に開催したため、フランスに本部のある世界ＬＰガス評議会か

らも参加があった。また、中国にこの会議を機会に中国ＤＭＥフォーラムが結成された。 

 最終日には、中国･日本･韓国のＤＭＥフォーラムの会長と世界ＤＭＥ協会の会長が揃った貴重な機会でもあっ

た。 
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コメント（コープ低公害車開発株式会社 若狭良治） 

 

「ガソリンとＤＭＥのバイフューエル車開発」の見出し以下の文書は記者の勘違い。 

４０台の乗用車は、多くはガソリンとＤＭＥのバイフューエル車で、フォルクスワーゲンの「ジェッタ」をベ

ースに改造したディーゼル車も１台あった。 

ガソリンとのバイフューエル車は、ＤＭＥとガソリンの２系統の燃料タンクと燃料供給系を持つ。ＤＭＥはベ

ーパライザーを介して気化、気噴インジェクションでエンジンに供給する仕組みだ。スタート時はガソリンで始

動、途中からＤＭＥに切り替わる。 

正しくは、「ガソリンとＬＰＧにＤＭＥを３０％程度混ぜた燃料とのバイフューエル車開発」 

ガソリンおよびＬＰＧはオクタン価の必要なレシプロエンジン。ＤＭＥはセタン価の必要なディーゼルエンジ

ン。矛盾した質のため同一エンジンでの燃焼は無理。低質ＬＰＧの改質剤としてＤＭＥを利用している。 

バイフューエル機構はイタリアのロバトのバイフューエルシステムを利用している。 
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ＤＭＥ特集 43 

自動車技術会関東支部 

次世代高性能・環境対応型ディーゼルエンジン技術で講演会 

２００５／１０／２７ 日刊自動車新聞 

 自動車技術会関東支部は「次世代高性能・環境対応型ディーゼルエンジン技術の最新動向」と題した講演

会を東京都港区高輪の自動車部品会館会議室で開いた＝写真。二酸化炭素（ＣＯ２）排出抑制でクリーンデ

ィーゼル技術に対する期待が高く寄せられており、大勢の聴衆を集めた。 

 講師は、交通安全環境研究所環境研究領域長の後藤雄一氏、いすゞ中央研究所エンジン研究第一部の西村

輝一氏、新エィシーイーの青柳友三氏の各氏。 

 後藤氏は、規制の動向と交安研で取り組んできた「スーパークリーンディーゼル」の開発の話を中心に、

燃費向上要求に伴うこれからの技術課題を解説。また、西村氏は現在いすゞが取り組んでいる次世代低公害

型ディ―ゼルをベースに、その要素技術を明らかにした。また将来的にＣＮＧやＤＭＥなど代替ディーゼル

の普及も進むとの見方を示した。 

 青柳氏は、最新の要素技術を装着した低公害エンジンのコンセプト提案を行うとともに、ディーゼルエン

ジンのさらなる排出ガスのクリーン化とＣＯ２削減のために産官学連携が重要であると結んだ。 
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この情報誌の送付を希望される方、送付先変更の方は、下記にメールないしはＦＡＸでお願いします。 

月 刊 誌 ＣＯ－ＯＰ・ＥＶプログレス 発 行 毎月 １日   ２００５年１０月１日 

発 行 所 コープ低公害車開発株式会社 発行責任者 若狭 良治 

住 所 横浜市港北区新横浜二丁目５番地１１ 金子第１ビル ２Ｆ 〒２２２－００３３ 

Ｔ Ｅ Ｌ ０４５－４７２－７９１３ Ｆ Ａ Ｘ ０４５－４７２－７９２４ 
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Ｕ Ｒ Ｌ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｃｏ－ｏｐｅｖ.ｃｏ.ｊｐ／ 

ＣＯ－ＯＰ・ＥＶプログレスは無料で送付しています。活動の支援として、協賛会員の登録をお願いします。 

生 協 活 動 コープかながわ組合員向け写真ニュース Ｍｉｏ ２００５東京トラックショーＬＰＧ展示 ２ 

開 催 案 内 車両低害化推進のためのシンポジウム２００５ １１月１８日に開催します ３ 

Ｌ Ｐ Ｇ 特 集 

神奈川新聞 「生協・ＬＰガストラック 低公害化 改造で前進」 ５ 

生協流通新聞 「次世代ＬＰＧトラック ＣＯ２を大幅に削減」 ６ 

プロパン新聞 生活商品情報 注目の先進型トラック ＣＯ２削減１３％を達成 

輸送経済 ガソリン車を改造しＬＰＧ車に ＣＯ２を削減（予告記事） 
７ 

日刊自動車新聞 ＬＰＧエンジンに電子制御噴射採用 ８ 

ニュースリリース 先進型小型トラック、ガソリントラックに比較し、ＣＯ２削減１３％ １０ 

燃料性状比較表 １４ 

質問に答えて 小型１．５トントラックはどうなる？！ １５ 

新たな視点を 

ディーゼル高圧噴射でＰＭは新たな健康被害を生み出すか？！ １８ 

日本経済新聞 ディーゼル排ガス吸ったマウス 胎児にナノ粒子沈着 東京理科大など １８ 

読売新聞 母がディーゼル排ガス吸引 胎児の脳に粒子蓄積 異常行動 １８ 

解説・・・・・・・・・・・・・・・・・・・コープ低公害車開発株式会社 若狭良治 １９ 

「ディーゼル粒子シンポジウム」のご案内 （社）日本自動車研究所（ＪＡＲＩ） ２１ 

取 材 記 東京モーターショー２００５、東京トラックショー２００５ 取材記 ２３ 

Ｌ Ｐ Ｇ 情 報 

全国生協ＬＰＧ／ガソリン・軽油価格 比較表 ２８ 

プロパン産業新聞 １０月ＣＰ 史上最高に ２８ 

プロパン新聞 ＣＯ高騰、末端価格に転嫁 ＯＰＥＣ 生産枠を据え置き ３０ 

全国生協ＬＰＧトラック導入状況 ３１ 

物流事業者の導入状況 流通サービス･アシスト ３３ 

月刊ニュートラック 斯界の達人・斯界の論客  第３回    ３９頁から３５頁に逆にお読みください。 ３９ 

Ｄ Ｍ Ｅ 特 集 

日刊自動車新聞 ＤＭＥ中心に日仏の連携模索、第２回アジアＤＭＥフォーラム 他 ４０ 

        次世代高性能･環境対応型ディーゼルエンジン技術で講演会 ４３ 

日本経済新聞 道路･線路療養の車両 動産エネルギー活用 ４３ 

待望のＶＰＩ－ＬＰＧ高性能小型トラックが完成した。元のガソリントラックの１３％ＣＯ２削減を実現した。 

コープ低公害車開発では、このことを訴え続けてきたが決め手にかけていた。今回、日気サービスやニッキソルテック、

伊藤忠エネクス、日産特販などと共同で開発に取り組み、削減効果のあることを実証できた。 

資源エネルギー庁のＬＰＧ業界構造改善のための調査事業を進めてきたが、本事業の目的の一部であるが、順調に進んで

いることを喜びたい。さらに、整備を進めることで、一層の効果を期待したい。 

話が変わるが、ディーゼル排出ガスのナノ微粒子の健康被害問題は、深刻なものがあるように思う。 

エンジン技術者と話すと、採集は炭素原子になるから、炭素は無害だという話。そんな簡単に純炭素になるのであろうか？ 

思い込みは怖いと思う。アスベスト問題も根っこは一緒だと思う。早く手を打つことが必要ではないだろうか？ 
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